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光案内人養成講座現地研修に同行

し、大字津留・永野の「うそぐい

の滝」に行ってきました。落差 30mから

落ちてくる湧水はキラキラと輝き、大自然

の雄大さを肌で感じることができました。

これほどの滝が町内で見られるとは、に

わかに信じがたいほど見事でした。町の

いい所をまた一つ発見できました。皆さん

もぜひ一度行ってみてはどうですか。
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平
丼
聡
さ
ん

。
典
子
さ
ん

（上
色
見
。大
村
）
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高森・下町 20歳

●お仕事

熊本 日日新聞高森販売

店で働いています。

●趣味

野球。筋 トレ。

●一番やりたいこと
3割、 1本、10盗塁。

●理想のタイプ

真面目で素直な人。

スポーツが好きな人。
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平
井
聡
さ
ん

。
典
子
さ
ん
夫
婦
は
、
平
成
９
年
か
ら
本
町
で
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
制
作
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
５
年
か
ら
プ
ロ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
福

岡
県
で
活
動
し
て
い
た
平
井
さ
ん
夫
婦
、
新
し
い
制
作
環
境
を
求

め
て
高
森
の
雄
大
な
環
境
に
工
房
を
移
転
し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
す
が
、
平
井
さ
ん
夫

婦
は
常
に
新
し
い
独
自
の
作
品
を
追
求
し
、
和
風
の
モ
チ
ー
フ
や

現
代
的
な
感
覚
を
織
り
込
み
、
毎
日
の
暮
ら
し
に
と
け
込
ん
で
違

和
感
の
な
い
作
品
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
表
現
す
る

一
つ
の
方
法
。
今
後
は
他
に
も

い
ろ
い
ろ
な
物
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
平
井
さ
ん
。

年
に
６
、
７
回
開
催
さ
れ
る
展
示
会
で
は
、
阿
蘇
の
自
然
の
中
で

生
ま
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
穏
や
か
な
空
間
を
演

出
し
ま
す
。

※
工
房
の
見
学
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
こ
了
承
く
だ
さ
い
。
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森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

元気い っぱいおて

父 山口 勝也さん

母    真紀さん
(高森・旭通)

高森町の人口の動き
世帯数/2,706戸 (+7)
男 :3,600人 (-6)/女 :3,978人 (+9)
総 数/7,578人 (+3)
(平成 17年 9月 30日現在 )

平成 17年 11月 5日 発行
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2歳

お外大 好 き !!

んば娘 だ フォー
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11/罐》
すまいるフェス
タ inたかもり/
中 10:00～

役場支払 日 心配ごと相談/
美 13:00～

大阿蘇絵画展/
林 (～ 13日 まで)

どぎゃん会/朋
9:30^v
防火パレー ド

12
クリスマスファ
ンタジー/湧
(～ 12月 31日 ま
0

万年青会/上
10:00^V

饉笏
非常呼集訓練 役場支払日

il.

高森温泉館体館日

/温
年末調整等説明会
/41本 10:00～ 13:00^―

| ・..■
.

か月児相談/林
:30～

か月)聯断|タノ/林

19

文中
阿蘇郡市町村対
抗駅伝大会

機能訓練あゆみ会/
温 13:30^‐
育児・児童相談/
英 13:00～

役場支払日
パパママセミナー/
林 19:30～
年金相談/林
10:00へ 1́5:00

26

骰写
人権相談 /芙 ペ ッ ト相談/芙

13:00～

12/

1才 6か月児健診
/林 13:30～

ヽ
く
ノ

′

．
ヽ

膊
役場支払 日 心配ごと相談/

英 13:00～

10

‐■

「
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l akamori alendar たかもリカレングー  ■11月 6日 ～12月 10日

中 ・高森中学校   朋 朋遊館
美 芙蓉館     上 上町集会
林・林業総合センター 湧 湧水 トン

温 高森温泉館

先
の
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
平
成
１６
年
度

一
般
会
計

・
特
別
会
計

の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

般

吟
鋪

だ
が
離

♂
ず

て
、
歳
出
額
は
イ
億
１
，
８
４
６
万
８
千

円

で
、
前

年

度

と

比
較

し

て
歳

入

１
億
９
２
０
万
７
千
円
、
歳
出
１
億
３
，

５
８
１
万
４
千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
１６
年
度

の
主
な
事
業
と
し
て

は
、
高
森
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業

２
億
７
８
１
万
６
千
円
、
町
道
整
備
事

業
１
億
６
，３
２
０
万
１
千
円
、
下
町
住

宅
建
替
事
業
６
，１
２
７
万
３
千
円
、
中

心
市
街
地
活
性
化
拠
点
施
設
整
備
事
業

１
，６
９
６
万
円
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

決
一竺
一講％
障鴨
」峰
一卍〉

ど
の
く
ら
い
の
お
金
が
町
に
入
り
、
何
に

使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
行

わ
れ
た
か
を
数
字
に
表
し
た
も
の
で
す
。

活
力
と
潤
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
た
町
行
政
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

所
ネル公園

ヽ
●会計別歳入歳出

会   計   名

計

鉄道経営対策事業基金特別会計

● 農 業 用 水供給事 業 特 別会計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

般   会

歳 出 決 算 額

47億 1,846万 8千 円

1,298万 2千 円

1,440万 3千 円

8億4,929万4千円

1億5,697万8千 円

10イ意9,369万崎千円

5億8,398万6千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計
寵騒躍繭

E町有財産の状況
基  金

I税収入の状況
●税収入の税目別内訳●

入湯税/―
12,433千 円

(24%)

固定資産税 /_
268,993千 円
(52.6%)

77,709rr

●過去5年間の税収入の推移●

券
金

証

ｉ
夕
」』

而
■
１

有

出
立 木

●

おけみもうにあげます

理せ
G・  ュ_´ ‐.

286,780千 円

2005年 9月 受付分 (敬称略)

[住 所]

高森・上 町

高森・ 下 町

矢津田・小村

永野原・岩神

野尻・川 上

上色見 。前原

色 見・ 山 鳥

[死亡者]

石原 哲也

高橋 政一

本田 忠士

穴見  被

古澤 豊喜

荒牧フミエ

住吉 忠幸

[御遺族]

石原恵美子

高橋ユミ子

本田フクミ

穴見エミ子

古澤ルイコ

荒牧 幸雄

住吉スマ子

山村 貞子

住吉スマ子

[年齢]

68

76

78

83

74

75

75

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>穴見エ ミ子

石原恵美子

村上ヱイ子

一―軽自動車税/15,091千 円 (単位 :千円)

合 計
‐
.

511.3701
(T:「

(3.0%)

たばこ税 /
42,075千 円

(82%)

町民税
172,778千円

(338%)

529,791
530,583

12      13      14     15      16(年
==)

516,054
511,370

0
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歳 入 決 算 額

47億、9,948万7千円

1,298万 2千 円

1,575万 31円
9億、4,705万 円

1億、6,379万6千円

11億 302万 1千円

6億、1,942万 2 1-円

■■■■■
■■■■■
■■■■■

21台

車  両 土  地

16,665r�

建  物

216,859rn3

lsun 目 _‐  
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」iヽ'~●コE轟 、 1.・

ありが
｀
どうご

｀
ざいました (敬称略)

5億6千万

5億5千万

5億4千万

5億3千万

5億2千万

5億 1千万

2

平
成

E=]

年

度

フ
ー V

2,730,019千 円

/

/
 ヽ.
ヽ
ヽ
‐

|ヽ

Eコ 匡コ

田

田

田

田
田
田

田
田
田
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い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

鼈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
支
局

ＴＥＬ

０

９

６

７

１

２

２

１

０

１

３

７

○
開
館
日

月
曜
日
～
金
曜
日

（祝
祭
日
を
除
く
）

※
学
校
行
事
な
ど
の
関
係
上
、
閉
館
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
貸
出
期
間

２
週
間
以
内
で
、
１
人
５
冊
ま
で

○
必
要
な
も
の

（初
回
の
み
）

保
険
証
や
免
許
証
な
ど
住
所
の
確
認
が

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
県
立
図
書
館
の
本
も
リ
ク
エ
ス
ト
で
き

ま
す
。
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
高
校
図
書
館

（舛
田
）

ＴＥＬ

６

２

‐
０

１

８

５

フ
ァ
ン

○
日
　
時

１１
月
１２
日

（土
）
～
１２
月
３１
日

（土
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
１２
月
２４
日

・

２５
日
は
午
後
８
時
ま
で
開
放
）

○
場
　
所

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園

『
お
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
８
１
）

１
月
３
日
（火
）
で
す

学
校
や
仕
事
で
町
外
に
お
住
ま
い
の
高

森
出
身
の
皆
さ
ん
、
来
年
の
成
人
式
を
高

森
で
迎
え
ら
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

町
外
に
住
所
の
あ
る
方
で
参
加
希
望
の

方
は
、
高
森
町
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
日
　
時

平
成
１８
年
１
月
３
日
（火
）
午
前
１０
時
～

○
場
　
所

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

●●

○
対
象
者

昭
和
６０
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６１
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

，
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
教
育
委
員
会

■
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
４
３
）

目日

●   ●
個
人
の
家
計
に
例
え
る
と
…

立 野 病 院 TE1 68-0111

南郷谷整形外科医院 TEL 62-3351

渡

24時間電話を通 して健康をお届けします。
祓 月 曜 日

◎ 11月 のテーマ   聰戻建旨
多い片頭痛

飛蚊症(目 の前に黒いものが飛ぶ)

鼈水 曜 日
無症候性脳梗塞

鰊木 曜 日

就学時の1歯反対咬合について

鰈金 曜 日

前立腺癌

靡土 曜 日 0日 曜 日

性教育シリーズ①

ゝ

11月 13日

11月 20日

11月 23日

11月 27日

12月 4日

12月 11日  藤

12月 18日  刊
′̂

辺 内 科

藤 医 院

野 病 院

本 医 院

田 医 院

T■ 67-1777

T肌 67-0019

TEL 68-0111

TEL 67-0020

TEL 62-0216

〓
上

コ
ヽ
一

国民健康保険税第 7期 の納期限は11月 30日 (水)です/高森町役場税務課

8億 7千万円

【民生費】

一般会計歳入合計

47億99948万 7千円

ゴルフ場利用税交付金/
6,196千 円 (0」 %)

利子割交付金/4,708千円(01%
寄付金/2,945千 円 (01%)
交通安全対策特別交付金/
1,469千 円 (00%)
株式等譲渡所得割交付金/
496千 円 (00%)
配当割交付金 403千 円(00%)

歳入

使用料及び

手数料/
204,220千円
(43%)

※0■ %以下を

4,799,48

財産収入/14,047千 円(03%)

歳入合計

(千 円)

地方交付税
1,929,007千 円

%)

地方特例交付金/
15,101千 円 (03%)

諸収入/
18,749千 円 (04%)

自動車取得税交付金/
30,479千 円 06%)

分担金及び負担金/
33,625千 円 (07%)

地方消費税交付金/
70,923千 円 (15%)

地方譲与税/
105,856千 円 (2.2%)

繰越金/
107,626千 円(22%)

一般会計歳出合計

47億19846万8千円歳出

(千 円)

公債費
964,449千円
(205%)

円

出金

歳出合計
4,71

(52%)

議 会  費/
85,124千 円 (■8%)

災害復 旧費/
128,421千 円 (27%)

消  防  費 /
147,577千 円 (31%)

商  工  費 /
159,255千 円 (34%)

衛 生 費/
228,866千円
(49%)

ヽ ´

2億 1千万円

バー ト収入
【使用料】【手数料】

工
口
月

菫
＾

H17.10.11

H17.11.30

契約金額 (円 )

]1,550,000 共立設計 (株 )

負 者一岬工 事 (委託)名

菅山地区飲料水供給施設整

備実施設計業務委託

丼上線道路整備工事
H17.10.11

H17.11.30
11,773,599 (有)後藤建設

(資 )石原建設横町・湧水館線道路整備工事
H17.10.28

H18.3.15
22,575,000

入 札 結 果

給料 【町税】

5億 1千万円
光熱費 【総務費】

5億8千万円

医療・衛生費
【衛生費】

2億 3千万円

【繰入金】 3億 7千万円

預金引き出し
ローン返済
【公債費】

9億6千万円

家の修理費
【土木費】

3億 8千万 円 実家からの仕送 り
【地方交付税】【国庫支出金】【県支出金】

25億円

熊 本
096

□―ン借り入れ
【町債】 8億円

将来への投資
【商工費】

1億 6千万円

子どもの学費
【教育費】

5億 5千万 円

その他  【地方譲与税】【利子割交付金】

など   4億 1千万円

その他 【議会費】【農林水産費】【消防費】
【災害復旧費】【諸支出金】

9億9千万円
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の
成
人
式
は

１

■

〓
鰤

●
‘
■
寵
■与

‐
「

�

申

◎お知らせのべ‐ジ

水
ト
ン
ネ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

診療は午前9時から午後5時まで

865,217千円
(18.3%)

塩 蘊

費
ヨ

業
Ｐ
＞

磋
府
銭

ガ

・
１

８

林
７７
＜

農
３

に

土木費
381.765千 円

(81%)

教育費
551,956千 円
(117%)

総務費
581,844千円

(123%)

`」
 .

県支出金

円始
叶閉

繰
３
，
７
に

町債
795.000千円
(166%)

町税
511.370千 円
(107%)

500万円以上



錮響
町
で整
備
を

進
め
て
い
る
中
心

市
街
地
活
性
化
拠

点
施
設
の
建
設
が

始

ま

り
ま

し

た
。

本
年
度
中
に
工
事

を
終
え
、
平
成
１８

年
４
月
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

い
へ
ん
こ
迷
惑
を

お

か

け

い
た

し

ま

す
が
、
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

設
工
事
に

し
ま
し
た

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
等

の
犯
罪

に
あ

っ
た
が
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判

に
か
け
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を

お
持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
や
申
立
に
つ
い
て
の
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

一

般
国
民
の
中
か
ら

「く
じ
」
で
選
ば
れ
た
１１

人
の
審
査
員
が
、
検
察
官
が
裁
判
に
か
け
な

か
っ
た
こ
と
の
善
し
悪
し
を
審
査
し
ま
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
検
察
審
査
会
事
務
局

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

２

５

‐

２

１

２

１

熊
本
県

（地
域
別
一
最
低
賃
金

熊
本
県

（地
域
別
）
最
低
賃
金
が
、
平

成
１７
年
１０
月
１
日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
額
　
６
０
９
円

こ
の
最
低
賃
金
は
、
産
業
別
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
な
い
す
べ
て
の
労
働
者

（臨

時

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
含
む
）
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
賃
金
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

５

‐

３

２

０

２

阿
蘇
労
働
基
準
監
督
署

ＴＥＬ

０

９

６

７

１

２

２

‐

０

６

２

８

熊
本
県
弁
護
士
会
犯
罪
被
害
者
支
援
委

員
会
で
は
、
平
成
１７
年
１０
月
１
日
か
ら
、

左
記
の
要
領
で
携
帯
電
話
に
よ
る
相
談
を

開
始
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
不
幸
に
し
て
犯
罪
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
が
誰
か
に
相
談
し
た

い
と
思
わ
れ
た
と
き
に
、
速
や
か
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
と
考
え
ま
し
た
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

な
お
、
消
費
者
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

携
帯
電
話
に
よ
る
相
談
対
象
と
は
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
電
話
番
号

Ｌ
０
９
０
‐
９
５
６
８
‐
１
１
５
７

０
受
付

。
相
談
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
相
談
料
金

無
料

※
継
続
相
続
の
必
要
あ
り
と
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
担
当
弁
護
士
と
の
面
接
相
談

も
可
能
で
す
。

※
面
接
相
談
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
１

時
間
５
千
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

２
月

７

日
、

１４

日

、

１７

日

（計
１１
日
間
、午
前
９
時
～
午
後
４
時
予
定
）

○
場
　
所

母
子
休
養
ホ
ー
ム
「
し
ら
ゆ
り
会
館
」
（熊

本
市
錦
ヶ
丘
）
、
県
庁

○
定
　
員

３０
人
程
度

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
技
能
講
習
会

（表
計
算

２
級
課
程
）

○
日
　
時

１２

月

３

日

、

１０

日

、

１７

日

、

２４

日

１

月

７

日

、

１６

日

、

２１

日

、

２８

日

２

月

４

日

、

１８

日

、

２５

日

（計
１１
日
間
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時

予
定
）

○
場
　
所

母
子
休
養
ホ
ー
ム

「
し
ら
ゆ
り
会
館
」
、

県
庁
、
試
験
会
場

（
い
ず
れ
も
熊
本
市
）

○
定
　
員

３０
人
程
度

※
申
し
込
み
は
ど
ち
ら
か
に
な
り
ま
す
。

以
下
共
通

○
受
講
資
格

（次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
方
）

・
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦

・
就
業
の
た
め
技
能
習
得
の
必
要
の
あ

る
方
で
、
講
習
の
全
日
程
に
出
席
で

き
る
方

○
受
講
料

無
料

（た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定

試
験
の
検
定
料
は
自
己
負
担
）

○
申
し
込
み
方
法

高
森
町
役
場
保
健
福
祉
課

（締
切

¨
１１
月
１８
日
）

○
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

本
年
度
の
家
庭
生
活
支
援
員
養
成
講
習

一

会
（ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
１
２
級
課
程
準
拠
）

の
受
講
者
の
方
は
、
本
年
度
の
標
記
両

講
習
会
を
受
講
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業

・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー

■
０
９
６
‐
３
５
１
‐
８
７
７
７

熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

３

‐

１

１

１

１

（内
線
７
１
２
７
）

●

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会
　
　
犯
罪
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

パ
ソ
コ
ン
財
務
会
計
主
任
者
（２
級
）
講
習
会

○
日
　
時

１２

月

６

日

、

１３

日

、

２０

日

、

２７

日

１

月

１０

日

、

１７

日

、

２４

日

、

３１

日

~・

完成イメージ図

●   ●

中
心
市
街
地
活
性
化
拠
点
施
設

は
、
九
州
産
交
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

跡
地

（現
高
森
町
役
場
高
森
中
央

出
張
所
）
と
高
森
保
育
園
跡
地
約

５
，
０
０
０
平
方
ア
に
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
と
中
央
多
目
的
広
場
を

整
備
し
ま
す
。

▼
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

景
観
に
配
慮
し
た
施
設
と
な
る

よ
う
、
建
築
面
積
約
７
１
２
平
方

済

の
木
造
平
屋
造
り

の
設
計
と

な

っ
て
い
ま
す
。
屋
内
に
は
、
情

報
発
信
総
合
案
内
、
町
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
交
流
ホ
ー
ル
、
食
の
ス
ペ
ー

ス
、
ス
テ
ー
ジ
テ
ラ
ス
な
ど
を
配

置
し
ま
す
。

▼
中
央
多
目
的
広
場

約
２
，
７
０
０
平
方
済
に
森
林

浴
な
ど
を
手
軽
に
楽
し
め
る
散
策

路
、
落
葉
樹
や
常
緑
樹
な
ど
高
森

の
四
季
を
彩
る
木
陰
の
休
憩
ゾ
ー

ン
、
緩
や
か
な
水
の
流
れ
の
せ
せ

ら
ぎ
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
バ
ス
待

機
ゾ
ー
ン
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

麒
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
係

Ｌ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
１
２
）

○
日
　
時

１２
月
５
日

（月
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

○
場
　
所

芙
蓉
館

○
相
談
内
容

家
事
問
題

（相
続
、
離
婚
、
親
子
関

係
な
ど
）
、
金
銭
問
題
、
登
記
手
続
き
、

い
じ
め
、
差
別
、
心
配
ご
と
な
ど

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
担
当
者

法
務
局
職
員
１
名
、
人
権
擁
護
委
員

（松
岡
典
子
、
山
室
英
子
、
本
多
善
忠
、

馬
原
清
二
）

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
今
回
の
特
設
人
権

・

相
談
日
以
外
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て

固定資産税第 3期 の納期限は 11月 30日 (水 )です/高森町役場税務課
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７
月
に
募
集
し
た
「
観
光
案

内
人
養
成
講
座
」
も
１８
名
の
応

募
が
あ
り
９
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
ｃ

観
光
客
と
地
域
住
民
の
交
流

促
進
を
図
り
、
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

す
る
人
材
の
育
成
強
化
に
向
け
、

今
後
も
現
地
研
修
や
専
門
的
研

修
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

養
成
講
座
も
実
施
中

TAKÅ闇 卜l襲1了⑪R‐‐1矮晨軍l ◎お知らせのべ■ジ欝機
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高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長
　
未
↑
　
田
　
研
二

ル
´

卜
往

■
竹
Ｆ

）ノ

阿
蘇

の
山

き
な
二
本

の
河

ほ
ど
に
深
く
台
地

に
至
り
ま
す
。
激
し
く

井
上
か
ら
山
鳥
、
短
い
そ
の
地
点

だ
け
に
至
れ
ば
、
穏
や
か
な
平
行

の
流
れ
と
な
り
、
二
本
の
河
川
は
、

や
が
て
熊
の
座
神
社
前
に
て
合
流

し
ま
す
。
水
害
に
よ
っ
て
、変
わ

っ

た
で
あ
ろ
う
地
形
。
し
か
し
熊
の

座
神
社
に
向
か
い
右
手
、
戸
狩
地

区
か
ら
流
れ
下
る
川
に
沿
い
、
古

い
形
式
を
保
つ
古
墳
が
、
残

っ
て

い
ま
す
。
や
が
て
登
り
、
井
上
方

向
に
向
か
う
と
、
大
き
さ
に
し
て
、

そ
の
古
墳
を
倍
に
す
る
ほ
ど
の
円

墳
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
四
方

に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

る
そ
の
位
置
関
係
か
ら
、
山
鳥
側

を
見
れ
ば
、
水
害
に
よ
っ
て
流
失

し
た
の
か
、
形
留
め
る
も
の
は
、

何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
そ
の

古
墳
に
は
、
鳥
居
が
立
ち
、
村
の

人
達
に
よ
っ
て
手
向
け
ら
れ
る
花

と
、
掃
除
さ
れ
て
い
る
老
婦
人
の

姿
を
見
た
と
き
、
幾
世
紀
も
続
く

▲
Ｊ
σ

祈
り
と
、
そ
の
心
根
に
敬
服
致
し

込
ん
だ
地
形
に
鎮

る
、
色
見
熊

の
座
神
社
。

戸
狩

。中
園

。
井
上

。
山
鳥
と
、
と

り
囲
む
そ
の
村
々
に
は
、
じ
つ
に

多
く
の
土
着
的
土
地
神
と
、
現
世

か
ら
来
世
に
い
た
る
願

い
の
形
、

そ
れ
は
地
蔵
で
あ
っ
た
り
と
、
素

朴
な
心
が
残
っ
て
い
ま
す
。
明
治

の
初
期
、
一
村

一
社
と
し
て
、
取

り
壊
さ
れ
た
り
、
或
い
は
一
カ
所
に

集
め
ら
れ
た
神
々
が
、
此
処
色
見

に
は
、
本
来
の
位
置
に
し

っ
か
り

と
し
た
形
で
、
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
億
年
も
前
に
、
落
下
物
即
ち

隕
石
で
も
落
ち
た
か
の
様
に
、
深

く
陥
没
し
て
い
る
、
色
見
熊
の
座

神
社
地
区
。
た
ぶ
ん
に
浸
食
作
用

に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
の
で

す
が
、
そ
の
中
心
位
置
に
湧
水
が

あ
り
、
地
形
は
す
り
鉢
状
に
な
り
、

そ
の
底
中
心
点
か
ら
二
本
の
河
川

に
挟
ま
れ
、
や
や
高
台
に
か
け
熊

の
座
神
社
は
鎮
座
さ
れ
て
い
ま

す
。
左
手
山
鳥
に
面
し
た
河
川
は
、

●

何
度
も
の
水
害
に
よ
り
、
歴
史
的

遺
物
は
流
出
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
地
区
に
於
け
る
、
川
の
名
は
、

「
お
館
川
」
で
あ
る
そ
う
で
あ
り

ま
す
。

「
お
館
川
」
。
そ
の
呼
び
名
は
、

き

っ
と

「
館
」
・
や
か
た
の
そ
ば

を
流
れ
て
い
る
、
或
い
は
館
に
向

か
う
と
し
た
、
な
ご
り
の
地
名
で

し
ょ
う
。
今
は
そ
の
様
な
建
築
物

の
跡
と
て
無
く
、
忘
れ
去
ら
れ
た

記
憶
は
、
川
の
名
が
そ
う
で
あ

っ

た
と
、
知
る
人
と
て
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

天
皇
家
に
次
ぐ
命
脈
を
ほ
こ

る
、
阿
蘇
家
を
訪
ね
る
と
、
そ
の

墓
地
は
、
古
代
に
は
強
大
な
前
方

後
円
墳
と
し
て
、
阿
蘇
谷
に
そ
の

雄
姿
を
横
た
え
ま
す
が
、
中
世
に

於
い
て
そ
れ
を
見
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
中
世
、
阿
蘇
大
宮
司
家

は
、
「
浜
の
館
」
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
故
地
、
一
の
官
を
離
れ
、

開
拓
等
を
目
的
と
し
て
、
南
郷
に

居
を
構
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
決
し
て
仮
住
ま
い
的
な
も
の

で
は
な
く
、
三
百
年
も
続
く
の
で

あ
り
ま
す
。

お
館
川
、
「
お
た

っ
ち
ょ
さ
ん
」
。

色
見
に
現
存
す
る
そ
の
呼
び
名

は
、
阿
蘇
大
官
司
家
と
の
、
ま
ぎ

れ
も
な
い
関
わ
り
か
ら
き
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
や
、
岩

下
家
の
家
紋
は
、
阿
蘇
家
と
同

一

「
丸
に
阿
蘇
家
の
違

い
鷹
」
で
あ

り
ま
す
。
記
憶
に
遠
ざ
か
り
、
忘

れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
、
中
世

の
栄
華
。

色
見
に
は
、
坊
中
に
代
表
さ
れ

る
、
集
団
と
し
て
の
修
業
僧
居
住

区
域
は
な
く
、
少
人
数
の
僧
が
い

ま
し
た
。
祈
祷
と
し
て
知
ら
れ
る

真
言
密
教
信
徒
は
、
民
俗
学
に
云

う
来
訪
神
と
し
て
の

「飯
食
い
祭

り
」
の
神
事
を
残
し
ま
し
た
。
上

色
見
風
穴
洞
に
お
社
を
も
う
け
、

そ
の
修
験
僧
に
よ

っ
て
、
熊
野
権

現
を
お
奉
り
す
る
神
社
が
、
色

見
の
こ
の
地
に
建
立
さ
れ
ま
す
。

人
々
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
益
々
阿

蘇
家
と
の
関
わ
り
を
忘
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
南
北
朝
の
戦
い
に
敗

れ
た
、
阿
蘇
大
宮
司
家
と
、
「
お

た

つ
ち
ょ
さ
ん
」
の
墓
碑
銘
に
記

さ
れ
た
そ
の
年
月
の

一
致
か
ら
、

そ
れ
は
、
肉
親
間
の
血
を
血
で
洗

う
争
い
の
、
結
末
と
見
る
べ
き
で

し
ょ
う
か
。

山
鳥
、
そ
れ
は
阿
蘇
家
の
故
地

に
近
く
、
南
郷
を
居
と
し
た
大
宮

司
に
と

っ
て
、
信
仰
の
山
を
仰
ぎ

見
る
此
処
熊
の
座
神
社
に
、
阿
蘇

大
官
司
家

「色
見
の
館
」
が
あ

っ

た
と
、
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

熊本県芸術功労者表彰

山村文子さん (高森・下町)

山村文子さんが平成17年度熊本県芸術功労者表彰

を受賞しました。

山村さんは、昭和29年に「菜の花句会」を設立し、

地域文化の推進に貢献。また、「高森町文化協会」

でも副会長、会長を歴任しました。この間、文化活

動を広く町民にアピールし、地域文化振興の発展に大

きく寄与したことが評価され今回の受賞となりました。

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
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画
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熊本県花き品評会入賞

井 上 陽 ― さん (矢津田・高尾野)

甲斐幸治さん (下切・下切)

平成17年 度熊本県花き品評会で井上陽一さんが銀

賞と社団法人日本花き卸売市場協会長賞、甲斐幸治

さんが銅賞に入賞しました。

井上さんはトルコギキョウのエクセルネイビーリング、

甲斐さんは宿根カスミソウの雪ん子でそれぞれ受賞し

ました。
熊本県体育協会表彰

佐藤徹さん (高森・横町)

佐藤徹 さんが平成 17年度熊本県体育協会表彰を

受賞しました。

佐藤 さんは、町グラウンドゴルフ協会理事長、

会長を歴任。地域スポーツの普及振興はもとより、

地域、町づ くりに大 きく貢献 しました。また、現

在 も熊本県グラウンドゴルフ協会副会長 として、

県下協会組織の指導的な実践活動を続けているこ

とが評価され今回の受賞となりました。

14

スポーツ選手ふれあい指導事業

らんらんかけっこ教室
高森東小学校でスポーツ選手ふれあい指導事業「ら

んらんかけっこ教室」が開かれました。

講師に男子400傷障害でバルセロナ、アトランタ、シ

ドニー五輪に3大会連続出場し、現在福岡大学スポー

ツ科学部講師の山崎一彦さんを招き、講話と実技指

導が行われました。実技指導では、山崎さんがユニー

クな準備運動や早く走るコツなどを伝授。児童たちは

熱心に学習していました。
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史碁

い
　
競
り
も
時
化
値
の
祝
儀
鯛

公
僕
ち
ゅ
う
は
名
ば

っ
か
り

し
が
　
一
人
前
の
自
己
主
張

言
わ
な
い
で
　
要
ら
ん
心
配
さ
す
る
だ
け

忘
れ
物
　
手
の
ひ
ら
は
メ
モ
帳
が
わ
り

平
均
点
　
吾
が
人
生
に
悔
い
は
無
ア

粒
ぞ
ろ
い
　
審
査
員
で
も
わ
か
ら
な
い

言
わ
な
い
で
　
続
き
の
あ

っ
た
雨
宿
り

忘
れ
物
　
思
い
出
す
ま
で
隠
す
孫

ひ
ど
い
　
自
分
で
当
て
て
被
害
者
か

忘
れ
物
　
網
棚
で
泣
く
仏
さ
ん

言
わ
な
い
で
　
ま
た
眠
ら
せ
ん
胴
回
り

第8回南部忠平グラウンドゴルフ大会

食改もぜんざいづくりで協力
休暇村南阿蘇で「第 8回南部忠平グラウン ドゴ

ルフ大会」が開催されました。

大会には、県内からグラウンドゴルフ愛好者約

1,100人 が参加。日頃の練習の成果を競うとともに、

お互いの交流も深めていました。

また、町食生活改善推進員協議会がぜんざい

1,300食 をつ くり参加者に配食。疲れた体

を癒 していました。

草部南部地区体育祭

閉校後も継続して開催
草部南部小学校跡グラウンドで「草部南部地区

体育祭」が開催されました。

昨年 まで学校主催で行われていたこの体育祭。

今年は消防団などの協力により、子 どもからお年

寄 りまでたくさんの人が参加 し、パン食い競争や

大字対抗綱引きなどで盛 り上が りました。

最後に全員で草部音頭を踊 り、盛会のうちに体

育祭を終えました。

山里の風流「虫聞き会」

秋の夜長を満喫
町観光協会主催の虫の音を聞きながら俳句をひねり

秋を楽しむ「虫聞き会」が、休暇村南阿蘇ウッドデッ

キで開催されました。

参加者は、竹灯ろうやススキが秋の雰囲気を演出す

る会場で句作。その後、田楽や煮しめなどの郷土料

理と地酒を楽しみながら1句 1句 を鑑賞しました。

夕焼け、虫の音、秋の味覚などを満喫した参加者

は大満足の様子でした。

高森保育園交通安全ベンダント配り

安全運転してください !

9月 21日 から30日 までは「秋の全国交通安全

運動」。

最終日のこの日、高森保育園の年長組の園児が

ドライバーに交通安全ペンダントを配りました。

「スピードを出しすぎないようにしてください」「シー

トベルトをきちんとしてくださし」 などと書かれた手作

りのペンダントを1台 1台に配布。ペンダントを受け

取ったドライバーは、安全運転を再確認していました。

POETRY PAGE

い ろ

岡
本
　
琴
司

田
上
黙
公
子

松
山
キ
ヨ
子

上
井
加
根
女

森
川
そ
よ
子

馬
原
　
馬
笑

佐
楢
見
乱
坊

後
藤
　
信
子

林
　
　
不
忘

佐
藤
多
可
雄

桐
原
　
白
酔

渡
辺
　
雲
海
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観
月
会
宴
に
本
命
奪
わ
れ
る

も
て
な
し
の
夜
ぢ
ょ
聞
参
り
栗
ご
は
ん

マ
イ
カ
ー
の
窓

一
杯
に
秋
の
色

峯
の
宿
県
立
劇
場
盆
踊
り

先
る
波
日
差
し
に
応
え
て
花
亡

秋
近
し
柿
葉

一
枚
空
に
舞
い

名
月
や
曇
を
払
い
て
昇
り
け
り

い
　

　

　

　

　

い
ゆ

う

我
が
病
癒
や
す
畏
友
と
コ
ス
モ
ス
見

言
わ
な
い

平
均
点

ひ
ど
い

順
番
待
ち
ィ
割
り
込
ま
す

で
　
あ
の
人
忘
れ
ら
れ
ん
と
よ

管
理
職
に
は
荷
の
重
ィ

後
藤
　
愛
子

佐
藤
　
重
信

浦
塚
　
南
天博

岩
下
　
京
子

森
　
　
政
隆

鶴
林
　
　
巧

瀬 本 本 後 森
田 田 田 藤
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回 人権週間
12月4日 (日)～10日(土 )

「世界人権宣言」は、基本的人権及び自由を尊

重し確保するために、世界のすべての人々とすべて

の国々とが達成すべき共通の基準として、昭和23年

(1948年 )12月 10日の第3回国際連合総会において

採択されたものです。

法務省及び全国人権擁護委員連合会は、従来か

ら、「世界人権宣言」採択の日 (人権デー)を最終

日とする1週間を「人権週間」と定め、人権尊重思

想の普及高揚に努めてきたところです。本年も、12

月4日 (日 )か ら12月 10日 (土 )ま での1週間を「第

57回 人権週間」として、各種啓発行事を実施する

予定にしています。

ところで、国民の価値観の多様化が進む中、物

質的な豊かさのみを追い求め、心の豊かさをはぐく

むことに必ずしも意を用いない風潮や、自己の権利

のみを主張し、他人の権利を軽視する傾向が見受

けられ、社会の中でさまざまな人権問題が発生して

います。

そこで、「第57回人権週間」においては、次の事

項を強調事項と定め、地域でさまざまな人権啓発

活動を実施します。

平成17年度啓発活動重点目標である「育てよう

一人一人の 人権意識～思いやりの心・かけが

えのない命を大切に～」のほか

○女性の地位を高めよう

○子どもの人権を守ろう

○高齢者を大切にする心を育てよう

○障害のある人の完全参加と平等を実現しよう

○部落差別をなくそう

○アイヌの人々に対する理解を深めよう

○外国人の人権を尊重しよう

OHIV感 染者や八ンセン病患者等に対する偏

見をなくそう

○刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそ

つ

○犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

○インターネットを悪用した人権侵害は止めよう

○性的指向を理由とする差別をなくそう

○ホームレスに対する偏見をなくそう

○性同―障害を理由とする差別をなくそう

【強調事項】

肥

後

狂

句

　

霜

月

（阿
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火
会
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（河
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会
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ご
存
知
で
す
か
　
　
　
　
　
　
一

「税
を
考
え
る
週
間
」
一

１１
月
１１
日
か
ら
１７
日
ま
で
は

「
税
を

考
え
る
週
間
」
で
す
。

税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で
安

定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
国

や
地
方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。

「税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生
活

に
深
い
か
か
わ
り
を
持

っ
て
い
る
税
に

つ
い
て
、
そ
の
意
義

（必
要
性
）
及
び

役
割

（使
途
）
や
税
務
行
政
の
現
状
を

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
、

よ
り
能
動
的
に
税
の
仕
組
み
や
目
的
を

「考
え
」
て
、
国

の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
の

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
「
少
子

・
高
齢
社

会
と
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
種
の
広
報

・
広
聴
活
動

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
で
は
、
こ
の
週
間
に
お
い
て
、
阿
蘇
郡
市

内
の
小
・中
学
校
生
徒
の
作
成
し
た
、
税
に
関
す
る
習
字
・

ポ
ス
タ
ー

・
標
語
な
ど
の
作
品
展
を
宮
地
駅
内
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１

犯
罪
捜
査
及
び
指
名
手
配
被
疑
者

の
検
挙
に
ご
協
力
を
！

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
―

私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
い
ろ
ん
な
犯
罪
が
発
生
し

て
お
り
、
中
で
も
、
凶
悪
事
件
や
悪
質
な
詐
欺
事
件
、
街

頭
で
の
犯
罪
等
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。
被
疑
者
を
検
挙
し
、

事
件
を
解
決
す
る
た
め
に
、
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協
力
を
！

全
国
の
警
察
で
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
で
特
別

指
名
手
配
し
て
い
る
オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
被
疑
者
３
人
を

は
じ
め
、
重
大
な
犯
罪
を
行

っ
た
被
疑
者
を
指
名
手
配
し
、

総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

被
疑
者
は
、
再
び
犯
行
を
繰
り
返
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

早
期
に
検
挙
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た
各
種
捜
査
活

動
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
に
似
た
人
を
見
か
け
た
な
ど
、
ど
ん

な
さ
さ
い
な
情
報
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
警
察
に
通
報

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
警
察
で
は
、
情
報
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
が
　
一

か
か
ら
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
い
ま
す
。

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●●

平
成
１７
年

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

○
期
　
間
　
１１
月
９
日

（水
）
～

１５
日

（火
）

○
統

一
標
語

『あ
な
た
で
す
　
火
の
あ
る
く
ら
し
の
　
見
は
り
役
』

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及

を
図
り
、
も

っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
放
火

火
災
予
防
対
策
に
つ
い
て
も
、
年
々
放
火
火
災
件
数
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
影
響
の
大
き
な
連
続

放
火
火
災
を
含
め
、
放
火
火
災
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図

る
よ
う
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

放
火
さ
れ
な

い
環
境
づ

く
り

の
ポ

イ
ン
ト

ー

○
建
物
の
周
囲
に
あ
る
可
燃
物
の
整
理
及
び
ア
パ
ー
ト
等

の
階
段
、
廊
下
等
の
共
用
部
分
の
整
理
を
行
い
、
放
火

し
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
す
る
。

○
倉
庫
や
物
置
、
空
家
等
の
夜
間
無
人
と
な
る
建
物
の
施

錠
を
確
実
に
行
う
。

○
昼
間
で
も
人
目
の
少
な
い
物
置
や
車
庫
等
を
随
時
見
回

る
よ
う
な
配
慮
を
す
る
。

○
地
域
に
お
い
て
住
民
各
自
が
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
の
円

滑
化
を
図
り
、
放
大
し
に
く
い
地
域
づ
く
り
を
行
う
。

秋季ナイターソフトボール大会

南球が今季初V!
10月 3日 から7日 まで、山村広場を会場に「秋季

ナイターソフトボール大会」が開催されました。

結果は次のとおりです。

南 球

ダウンタウン

S・ 55

上町カーニバルズ

堀健太郎

優 秀 選 手 賞 小林憲司

勝

勝

位

賞

賞手星
菫

優
３
闘
魏優

優

準

第

敢

最

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

尾下菅原神社秋の大祭

勇壮な舞を多くの人が見学
「尾下菅原神社秋の大祭」が行われました。

今年も県の重要無形文化財に指定されている雌

雄 2頭の獅子舞が、唐うちわを持った勢子の子ど

もたちと競い合って舞を奉納 しました。

また、高森東小・中学校の児童・生徒が祭 りを

見学。地域の伝統文化を真剣に見入っていました。

●

立正福祉会高森寮で「ふれあいフェスタIN高森寮」が開催されました。

毎年多くの出店と楽しい企画で好評のこのイベント。今年も商工青年部や婦人会のバザー、小・中学生によるフリー

マーケットなど たくさんの人が訪れて大にぎわいでした。また、ステージ上でも和太鼓や前原仁田神社獅子舞が披

露され、イベントを一層盛り上げました。

多くの参加者と交流した入寮者の皆さんは、楽しい1日 を過ごした様子でした。
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I

じ
ん

　

け
ん

人
権
に
つ
い
て
考
え
る

~~¬

私
た
ち
は
、
自
分
や
身
近
な
人
が
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
と

き
、
は
じ
め
て
人
権
に
つ
い
て
意
識
し
ま
す
が
、
自
分
と
直
接

か
か
わ
り
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多

い
も

の
で
す
。

い
く
ら
人
権
に
つ
い
て
の
知
識
を
豊
富
に
持

っ
て
い
て
も
、

そ
れ
が
自
分
の
人
権
感
覚
と
し
て
身
に
付
い
て
い
な
け
れ
ば
、

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
は
な
く
な
り

ま
せ
ん
。
「
何
か
あ

っ
た
と
き
に
考
え
る
人
権
」
か
ら

「
差
別

し
な
い
こ
と
が
当
た
り
前
」
の
生
き
方
を
暮
ら
し
の
中
で
実
践

し
、
そ
の
こ
と
が
、
多
く
の
人
々
の
中
に
広
が

っ
て
い
く
よ

う
な
文
化
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人
権
文
化
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、　
一
人
ひ
と
り
の
人
権

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

1じ
ノヽん

権え
Ｊ
ん

　

か

文
化
と
は
」

●
か
ん
が

自
立
保
険

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
る
と
、
介
護

の
度
合
い
と
日
々
の
生
活
状
態
に
応
じ
て

介
護
保
険
を
使

っ
た
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
が

つ
く
ら
れ
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
管
理
に
よ

っ
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
介
護
を
受
け
た
り
、
福
祉
用
具
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
な
る

べ
く
自
分
で
し
て
、
ど
う
し
て
も
で
き
な

い
こ
と
だ
け
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
た
り
、
ま
た
、
福
祉
用
具
の
利
用

に
つ
い
て
も
本
当
に
自
分
の
た
め
に
な
る

か
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

介
護
保
険
制
度
は
み
ん
な
で
育

て
る

「助
け
合
い
制
度
」
で
す
。
ま
ず
は
み
ん
な

が
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

も
し
も
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
に
安

心
し
て
老
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
の
で
、

皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
は
介
護
保
険
法

の
改
正
の
年
で

す
。

１０
月
か
ら
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

中
の
食
費
と
居
住
費
の
見
直
し
、
そ
し
て

要
介
護
１
の
状
態
の
見
直
し
に
よ
る
要
支

援
１
と
２

へ
振
り
分
け
や
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
新
介
護
予
防

事
業
が
来
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

具
体
的
な
改
正
の
内
容
は
あ
ら
た
め
て

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●●

8

阿
蘇
介
護
支
援
専
門
員
連
絡

協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

阿
蘇
介
護
支
援
専
門
員

（介
護
保

険
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
連
絡
協
議

会
で
は
、
平
成
１２
年
度
か
ら
の
介
護

保
険
法
の
創
設
を
う
け
て
、
平
成
１５

年
３
月
に
発
足
。
現
在
、
阿
蘇
地
区

を
北
部
、
中
部
、
南
部
の
３
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
て
現
在
１
５
０
名
の
会
員

に
よ
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
の
活
動
は
正
し
い
介
護
保
険
の

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
学
び
、
介

護
保
険

の
真

の
発
展
を
目
指
そ
う

と
、
在
宅
介
護
支
援
事
業
所
や
介
護

保
険
施
設
に
お
い
て
日
々
励
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

阿
蘇
地
域
の
介
護
支
援
専
門
員
に

な
り
た
い
方
、
介
護
に
関
す
る
ご
相

談
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
介
護
支
援

専
門
員
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は

ご
遠
慮
な
く
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
介
護
支
援
専
門
員
の
方
の

会
員
募
集
や
研
修
会
開
催
も
行

っ
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
次
の

と
こ
ろ
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

予
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
市
黒
川
１
１
７
８

阿
蘇
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

３

５

‐

５

５

１

５

ＦＡＸ

０

９

６

７

‥

３

５

‐

５

５

１

６

国民年金だより

電話での年盆相談Iま 膨饉鰺鬱凸ヲイヤル腹へ

社会保険庁では、平成17年 10月 31日 (月 )か ら『ねんきんダイヤル』サービスを開始すること

となりました。

このサービスは、年金に関する電話での相談について、これまでの年金電話相談センター (全

国23カ 所)と 社会保険業務センター中央年金相談室の電話番号を2つの全国共通電話番号に集約

し、ネットワーク化により効率を図る、というものです。

なお、年金電話相談センター (全国23カ 所 )、 社会保険業務センター中央年金相談室のこれま

での電話番号は、10月 31日 以降ご利用になれませんのでご注意 ください。

■社会保険庁ホームベ…ジ http:ノ /www.sia.go」 pノ

聰年金請求などの年金相談    ■L0570¨ 05… 1165
(イイロウゴ)

絋年金を受けている方の年金相談 ■L0570… 07… 1165
(イイロウゴ)

受付 時間は午前 8時 30分か ら午後 5時 までです (土
。日・祝 日を除 く)。

※『ねんきんダイヤル』は、全国の年金電話相談センター等のうち、回線が空いているところにつながります。
※通話料金は一般固定電話の場合、接続先にかかわらず市内通話料金でご利用できます。

※電話機の設定、PHSな ど電話機によってはご利用できない場合がありますのでご注意ください。このような場合は、
他の電話機でおかけ直しいただくか、最寄 りの社会保険事務所をご利用ください。

11 TAKAMoRI To\(/N-2005.1r

た,■■■・‐___.

‐哲ё降|く

|‐鶉
P腎
Ll■

廊輌雹‐

‐    ‐.

・、
り
′
に・

ミ
〓
」

，
．

上肛

韓
『

ゝ
i

鍮 1画i口|コi誕i【E口〔団|ビ鰈l□国I困1薗1距lで |
フ |

ブ健康,ヽ り したf

町の 1‐7の老人クラブからだくさ

頷
‐
鰤論議:卍1覇撃1黎:昆:|

しました。||
■ ■・__._=■

さ べつ            .―        .‐ ・

いつも差別しないことが

|■1 当たり前の暮らしを!

じ ん け|ん

程罠‐
‐
≧選曇|1蔵轟持豪凛

‐
Ｊ
じ

ト

ヽ



お年奇りへの

詐欺事件多発 ::

ど
｀
注意ください:

聡Q局か櫂磯頭

弁 護 爆 験 施 設 入 所 者
(短期入所、デイサービスも含む)C)
食費と居住費が個人負担に

攀事件の実例

鞭「住まいがこわれているので、急いで修理が必 ・
要だ」とだまして、住宅改造をさせ高額な費用 ‐・

を請求。

申○○センターなど、国や県、町など公的機関の

まざらわしい名称を名乗つてお年寄りの世帯に

入り込み、イスやベッドなど介護福祉用品を売

りつける。

◇「県の介護保険課から来た。郵政民営化が始ま

るので介護保険料が高くなる。手続きをすれば

半額になるので、そのために 50万円必要であ

り、手続きが済めばお金は返す」とだました。

その他、特に痴呆 (認知症)のお年寄りへの被

害も多く報告されていますので、ご家族も特にお

気を付けください。

低所得者ヘ

の負担軽減
もあります。

介護保険法の見直しにより、介護保険施設入

所者の食費と居住費が原則的に個人負担になり、

介護保険給付の対象からはずれることになりまし

た。(短期入所とデイサービス利用対象者も含ま

れます)

ただし、施設利用者と世帯全員が住民税非課税

の場合、年金額により低所得者の方に対 しての負

担軽減措置があります。この軽減を受けるために

は、各施設に対 して「認定証」を提示する必要が

ありますので必ず保健福祉課介護保険係まで申請

してください。

どうして見直されるの ??
介護保険施設を利用している場合は、居住費

や食費は介護保険の給付に含まれていました。

在宅でいろいろな介護サービスを利用して

いる場合は食費や居住費は当然それぞれで負

担されていることから、その費用を施設利用

者にも等しく負担していただくよう見直され

ることになつたものです。
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０
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●

介護保険についてのお問い合わせは、保健福祉課介護保険係 ■L62… 1111(内線 123)ま でどうぞ

´ _

盟国隆L `轟目轟L   より良い老後を家族 と過ごすために

罐絣鈴諦シルバー 110番
まだまだ働いていをい|すど、仕事がなかなか見つからない。

財産・借金問題や親の介護 |こ つしヽて、どうしたらいいかわからない。

096-325-8080
平 日 月～金

9:00^∨ 16:00

●   ●
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妊娠中の
食生活のポイント

妊娠 という新 しい現象に適応するため、母体に

は今 までと違ったいろいろな変化が起こります。

この時期の食生活に気を配 りなが ら、おなかの赤

ちゃんと快適に過ごしましょう。

【便秘】

自律神経の働きが変わっ

たり、黄体ホルモンの分泌

が増えて、腸の働きが鈍 く

なり便秘になりやすい。

鵜αル′

「ん翻ι

●

保
健
師
か
ら
あ
な
た

へ
の

子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
育
て
る
た
め
に

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
熊
本
県
は
平
成
１４
年
度
乳
児
死
亡
率
が
全
国

ワ
ー
ス
ト
ー
位
と
深
刻
な
状
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ

の
背
景
に
は
、
妊
娠
中
期
、
安
定
期
と
い
わ
れ
る
時
期

の
早
産
が
増
え
、
１
５
０
０
ｇ
以
下
の
極
低
出
生
体
重

児
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
防
ぐ
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
妊
娠
を
早
期

に
確
認
し
、
医
学
的
管
理
を
受
け
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
妊
娠
の
届
出
状
況
を
み
る
と
、
妊
娠
１１
週
以
内

の
届
出
は
６６
％
、
妊
婦
健
診
の
状
況
を
み
る
と
、
貧
血

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
人
が
３０
％
と
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

将
来
母
性

・
父
性
と
な
る
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
健
康
管

理
や
妊
娠
中
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
喫
煙
の
影
響
な
ど
も
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
妊
娠
中
の
環
境
と
し
て
職
場
で
働
い
て

い
る
人
に
は
、
妊
娠
中
及
び
出
産
後
の
女
性
労
働
者
に

対
す
る
医
師
等
の
指
導
事
項
が
的
確
に
事
業
主
に
伝
達

さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
事
業
主
が
母
性
健
康
管
理
上

の
措
置
を
適
切
に
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
「
母
性
健
康
管
理
指
導
事
項
連
絡
カ
ー
ド
」
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
何
よ
り
も
最
も
身
近
な
夫
や
家
族
に
理
解

し
て
も
ら
え
る
の
が
安
心
で
き
る
こ
と
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

◆
パ
パ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー

妊
娠
・出
産
期
を
や
す
ら
か
に
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
、

夫
婦
で
妊
娠
に
つ
い
て
学
び
楽
し
い
も
の
と
し
て
受
け
止

め
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

年
に
２
回
、
妊
娠
届
の
あ

っ
た
方
に
連
絡
し
て
い
ま

す
。
次
回
の
開
催
は
、

１１
月
２５
日
（金
）
１９
時
３０
分
～

○
場
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

○
内
　
容
　
お
父
さ
ん
の
た
め
の
妊
婦
体
験
、
赤
ち
ゃ

ん
の
お
風
呂
入
れ
体
験
、
妊
娠
中
の
生

活
あ
れ
こ
れ
、
お
す
す
め
お
や
つ
試
食

ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

少
子
高
齢
化
が
大
き
な
社
会
現
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
４
年
の
合
計
特
殊
出
生
率

（日
本
人
女
性
１
人
が
産

む
子
ど
も
の
平
均
数
）
は
１
・２
９
と
年
々
減
少
し
、
今
後
も

少
子
化
は
よ
り

一
層
進
展
す
る
見
通
し
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
少
子
化
が
も
た
ら
す
影
響

経
済
的
に
は
労
働
力
人
口
が
減
少
し
、
投
資
や
労
働

生
産
の
抑
制
、
経
済
成
長
率
の
低
下
を
強
め
る
懸
念
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
や
医
療
、
福
祉
な
ど
社
会
保
障

分
野
に
お
け
る
現
役
世
代
の
負
担
が
増
大
し
ま
す
。

社
会
的
に
は
子
ど
も
の
い
な
い
世
帯
の
増
加
で

「家

族
」
の
形
態
が
変
化
し
、
先
祖
に
対
す
る
意
識
の
希
薄

化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

同
士
の
交
流
機
会
の
減
少
、
過
保
護
な
ど
に
よ
り
子
ど

も
の
社
会
性
が
育
ま
れ
に
く
く
な
る
な
ど
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆

町

の
少

子
化

対

策

こ
の
よ
う
に
少
子
化
が
日
本
の
社
会
経
済
全
体
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
平
成
１５

年
７
月
に

「次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
町
で
も
平
成
１７
年
３

月
に
高
森
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

「風
ま
る
プ

ラ
ン
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
平
成
１６
年
度
出
生
数
は
５２
名
。
安
心
し
て
産
み

●
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ほうれた革としめじの
ミんクスーブ
□材料 (4人分)

じめじ1パ ック、ほう

れん草 1/3東、スキム

ミルク大さじ6、  国形

スープの素 1個、塩・

こしょう適宜

□作り方

①しめじは石づきを除き、小房に分ける。ほう
れん草はさっとゆで、3セ ンチ長さに切る。

② 300 ccの 水でスキムミルク液をつくる。

③鍋に300 ccの水と固形スープの素、②を入れ

火 にか け る。

④じめじを加え、さっと煮る。
⑤ほうれん草を加え、塩。こしょうで味を整える。
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